
一
≡
一
一
一
至
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
［
「
一
≡
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
一
養
一
一
一
一
一
冨
一
≡
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
［
…
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
≡
一
一
一
一
［
≡
一
一
一
一
一
一
三
≡
量
一
一
一
一
一
冨
一
一
一
一
一
一
一
票
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
≡

　
村
田
数
之
亮
先
生
を
偲
ぶ

≡
一
一
一
一
一
冨
一
三
一
一
一
一
「
≡
一
一
一
一
；
一
置
一
一
一
一
一
昌
一
一
一
一
［
薯
＝
一
一
一
一
一
一
≡
一
一
蚕
一
一
≡
一
一
≡
一
一
一
［
㎜
一
一
曼
一
一
＝
　
三
一
一
一
ヨ
一
＝
一
一
一
一
≡
一
一
一
≡
一
塁
一
一
［
　
一
一
一
一
≡
≡
一
一
一
皿
≡
一
一
一
一
一
　
≡
一
一
一
一
一
皿
一
葦
一
一
一
一
皿
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
［
一
一
＝

　
本
会
顧
問
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
元
甲
南
大
学
教
授
、
村
田
数
之
亮
先

生
は
平
成
十
一
年
一
月
二
十
日
、
京
都
市
内
の
病
院
で
肺
炎
の
た
め
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
九
十
八
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
先
生
は
明

治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
十
一
月
三
〇
日
、
京
都
府
東
舞
鶴
市
に
生
ま

れ
、
旧
制
宮
津
中
学
、
第
七
高
等
学
校
を
経
て
大
正
十
二
年
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
西
洋
史
学
科
に
入
学
、
大
正
十
五
年
に
同
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
。
入

学
後
ま
も
な
く
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
て
東
大
の
研
究
室
、
図
書
館
が
甚
大

な
損
害
を
受
け
た
た
め
に
、
先
生
は
大
学
生
時
代
か
ら
京
都
大
学
の
研
究
設

備
、
図
書
を
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　
卒
業
と
同
時
に
故
郷
に
新
設
さ
れ
た
舞
鶴
中
学
の
非
常
勤
講
師
に
就
任
、

年
齢
の
さ
し
て
違
わ
な
い
生
徒
を
相
手
に
二
年
間
教
鞭
を
と
ら
れ
た
が
、
そ

の
間
、
大
類
伸
教
授
に
す
す
め
ら
れ
、
昭
和
二
年
に
雄
山
閣
か
ら
『
ギ
リ
シ

ア
史
』
を
出
版
、
こ
れ
が
先
生
の
ギ
リ
シ
ア
史
に
つ
い
て
の
最
初
の
出
版
で

あ
る
。

　
中
学
の
非
常
勤
講
師
を
辞
任
後
、
昭
和
三
年
五
月
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
京

都
帝
国
大
学
大
学
院
に
籍
を
置
き
、
指
導
教
官
、
浜
田
耕
作
教
授
の
下
で
古

代
ギ
リ
シ
ア
史
を
研
究
、
『
史
林
』
誌
上
に
古
典
時
代
に
関
す
る
論
文
「
ギ

リ
シ
ア
史
に
お
け
る
エ
ー
ゲ
海
権
」
そ
の
他
を
投
稿
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が

て
昭
和
八
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま
で
関
西
大
学
予
科
、
昭
和
十
年
度
に
は
大

谷
大
学
、
京
都
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
西
洋
史
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
並
行
し
て
浜
田
耕
作
教
授
と
共
著
の
形
で
平
凡
社
刊
、
世
界
歴

史
大
系
の
中
の
一
冊
と
し
て
『
エ
ー
ゲ
文
明
史
』
を
発
表
さ
れ
た
（
昭
和
九

年
）
。
こ
れ
を
機
会
に
先
生
は
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
ら
の
業
績

で
新
し
く
世
界
の
注
目
を
浴
び
た
エ
ー
ゲ
文
明
の
研
究
に
向
か
わ
れ
、
昭
和

十
一
年
七
月
に
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
留
学
、
主
に
ワ
ル
タ
ー
・
オ

ッ
ト
ー
教
授
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
シ
ョ
ー
教
授
の
講
義
を
受
講
さ
れ
た
。
と
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村田数之亮先生を偲ぶ

く
に
美
術
史
の
ブ
シ
ョ
ー
教
授
の
名
が
先
生
の
そ
の
後
の
研
究
発
表
に
た
び

た
び
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
足
場
に
ギ
リ
シ
ア
へ
の
研
究
旅
行
や
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス

登
山
を
楽
し
ま
れ
て
い
た
が
ド
イ
ツ
で
の
ナ
チ
ス
の
台
頭
を
見
て
、
昭
和
十

四
年
一
月
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
朝
さ
れ
た
。

　
翌
年
、
昭
和
十
五
年
三
月
か
ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
京
都
帝
国
大
学
文
学

部
講
師
、
二
十
四
年
度
に
は
京
都
大
学
文
学
部
講
師
（
専
任
）
と
し
て
講
義

を
担
当
さ
れ
た
が
、
同
年
、
大
阪
大
学
に
文
学
都
が
新
設
さ
れ
る
と
そ
の
教

授
と
な
り
、
三
十
九
年
三
月
定
年
退
官
さ
れ
る
ま
で
研
究
と
講
義
を
つ
う
じ

て
多
く
の
学
生
に
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。
傍
ら
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
東
京

教
育
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
広
島
大
学
な
ど
に
出
向
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
在

任
中
、
昭
和
三
十
一
年
付
属
図
書
館
分
館
長
、
三
十
三
年
評
議
員
、
三
十
五

年
文
学
部
長
な
ど
の
要
職
に
就
任
、
大
学
行
政
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
さ
れ
、

退
官
と
と
も
に
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
引
き
続
き
甲
南
大
学
教
授
に
招
聰
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
三
月

ま
で
在
職
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
長
年
の
功
績
に
よ
っ
て
勲
　
二
等
瑞
宝
章
の
叙
勲

を
得
て
お
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
朝
さ
れ
て
か
ら
相
次
い
で
発
表
さ
れ

た
エ
ー
ゲ
文
明
と
ギ
リ
シ
ア
美
術
に
関
す
る
著
作
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
古

代
史
学
界
で
は
新
鮮
か
つ
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
シ
ュ
リ
ー
マ

ン
と
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
宋
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
発
掘
さ

れ
た
エ
ー
ゲ
海
文
明
は
日
本
で
は
未
知
の
研
究
領
域
で
あ
っ
て
、
村
田
先
生

の
研
究
発
表
に
よ
っ
て
初
め
て
学
問
的
に
紹
介
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
ク
レ
タ
島
の
宮
殿
の
宗
教
的
性
格
の
濃
い
遺
跡
、
遺
物
か
ら
そ
の
支
配
者

の
実
態
に
追
っ
た
「
ク
レ
タ
の
プ
リ
ー
ス
ト
キ
ン
グ
に
就
い
て
」
（
『
西
洋
史

説
文
』
第
一
輯
、
昭
和
十
六
年
）
、
ミ
ケ
ー
ネ
独
自
の
宗
教
、
社
会
が
つ
く

り
だ
し
た
現
象
と
し
て
説
い
た
「
ミ
ケ
ー
ネ
的
英
雄
崇
拝
に
つ
い
て
」
（
同

上
第
二
輯
、
昭
和
十
九
年
）
な
ど
は
わ
が
国
エ
ー
ゲ
文
明
研
究
の
事
実
上
の

出
発
で
あ
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
の
な
か
で
も
先
生
の
研
究
は
絶
え
る
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
中
に
あ
っ
て
空
襲
か
ら
守
ら
れ
た
「
エ
ー
ゲ

文
明
研
究
発
達
史
」
、
「
ク
レ
タ
文
明
の
性
格
」
な
ど
の
草
稿
は
前
述
諸
論
文

の
加
筆
原
稿
と
と
も
に
、
戦
後
の
昭
和
二
三
年
畠
版
の
騨
エ
ー
ゲ
文
明
の
研

究
』
と
な
っ
て
結
実
し
た
。
わ
が
国
古
代
史
学
雰
は
こ
れ
に
よ
り
ク
レ
タ
、

ト
ロ
イ
、
ミ
ケ
ー
ネ
な
ど
エ
ー
ゲ
海
文
明
の
全
貌
を
学
問
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
業
績
に
た
い
し
、
京
都
大
学
は
文
学
博
士
の
称
号

を
授
与
し
た
。

　
戦
後
の
出
版
の
復
興
期
に
刊
行
さ
れ
た
百
科
辞
典
、
世
界
美
術
全
集
の

エ
ー
ゲ
文
明
の
項
は
ど
れ
を
取
っ
て
も
先
生
の
執
筆
で
占
め
ら
れ
た
程
で
あ

る
。
ま
た
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
自
伝
の
翻
訳
『
古
代
へ
の
熱
情
謡
（
岩
波
文

145 （309）



摩
、
一
九
五
四
年
）
は
多
く
の
若
者
を
鼓
舞
し
今
な
お
愛
読
さ
れ
続
け
て
い

る
。

　
し
か
し
、
先
生
が
一
貫
し
て
追
い
求
め
ら
れ
た
の
は
「
ギ
リ
シ
ア
美
」
で

、
あ
っ
た
。
す
で
に
昭
和
十
五
年
、
『
史
林
』
（
二
五
巻
、
二
、
三
号
）
に
「
ギ

リ
シ
ア
・
ク
ラ
シ
ー
ク
の
本
質
と
そ
の
表
現
」
（
一
）
（
二
）
の
至
要
を
発
表

さ
れ
、
又
、
同
年
発
行
の
『
希
糠
美
の
性
格
賑
（
弘
文
堂
）
は
文
庫
本
の
体

裁
の
申
に
ギ
リ
シ
ア
入
の
美
学
、
建
築
、
彫
刻
、
瓶
絵
に
い
た
る
調
和
の
と

れ
た
叙
述
が
凝
縮
し
て
好
評
を
博
し
た
。
さ
ら
に
「
ギ
リ
シ
ア
幾
何
学
様
式

の
精
神
と
問
題
」
『
史
林
偏
（
二
七
巻
二
号
）
騨
ギ
リ
シ
ア
の
墨
絵
瞼
（
大
八
洲

出
版
、
　
～
九
四
二
年
）
や
論
文
「
E
・
ブ
シ
ョ
ー
の
近
著
に
就
い
て
」

「
J
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
と
H
・
ブ
ル
ン
」
（
い
ず
れ
も
噂
西
洋
史
学
』
十

二
、
二
一
号
）
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
陶
器
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
～
九
七
二

年
）
な
ど
ギ
リ
シ
ア
美
の
研
究
が
進
み
、
そ
れ
が
大
著
『
ギ
リ
シ
ア
美
術
』

　
（
新
潮
社
、
～
九
七
四
年
）
に
集
大
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
研
究
発
達
史
、
ギ

リ
シ
ア
人
の
美
意
識
、
エ
ー
ゲ
美
術
、
古
典
美
術
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
美
術
の
全

領
域
を
含
み
、
高
度
な
研
究
必
携
書
を
つ
く
ろ
う
と
湯
指
し
た
先
生
の
意
図

が
見
事
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
生
の
美
術
史
の
特
色
は
単
に
様
式
や

技
法
の
み
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
、
当
時
の
オ
リ
エ
ン
ト
、
エ
ー
ゲ
海
、
ギ

リ
シ
ア
本
土
の
文
明
圏
相
互
の
影
響
、
社
会
の
あ
り
方
な
ど
の
多
方
面
か
ら

ギ
リ
シ
ア
美
の
根
源
、
ひ
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
精
神
を
究
め
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
先
生
は
よ
く
「
私
は
職
人
だ
よ
」
と
一
種
の
誇
り
を
も
っ
て
雷
わ
れ
た
。

一
定
の
全
問
が
く
れ
ば
仕
事
場
に
入
り
、
創
作
過
程
で
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
る
と
い
う
芸
術
家
に
似
た
日
常
生
活
を
実
践
、
続
々
と
著
作
を
世
に

出
さ
れ
た
。
噌
英
雄
伝
説
を
掘
る
』
（
新
潮
社
、
一
九
六
九
）
、
『
私
の
ギ
リ
シ

ア
臨
（
黒
潮
社
、
～
九
七
六
）
そ
の
他
、
味
の
あ
る
文
章
で
書
か
れ
た
ギ
リ

シ
ア
の
発
掘
物
語
、
史
蹟
解
説
、
旅
行
記
、
翻
訳
な
ど
が
そ
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
芳
留
子
夫
人
に
先
立
た
れ
た
の
ち
も
、
子
息
の
心
配
を
よ

そ
に
独
居
を
続
け
て
そ
の
仕
事
の
態
度
を
崩
す
こ
と
な
く
、
九
十
七
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
て
新
し
い
論
文
「
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
誕
生
と
達
成
　
　
ア
ル
カ

イ
ク
ー
」
を
出
版
、
ご
逝
玄
直
前
に
は
そ
の
続
編
を
ほ
ぼ
完
成
し
て
、
周

囲
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。

　
先
生
は
又
「
私
は
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
だ
よ
」
と
も
言
わ
れ
た
。
山
を
愛
し
、

ユ
ー
モ
ア
と
警
句
を
発
し
つ
つ
悠
々
と
学
問
と
美
の
世
界
を
探
索
し
、
赴
く

ま
ま
に
史
学
研
究
会
、
ヨ
本
西
洋
史
学
会
、
日
本
西
洋
古
典
学
会
、
美
術
史

学
会
、
日
本
考
古
学
協
会
な
ど
に
名
を
連
ね
、
乞
わ
れ
れ
ば
委
員
と
な
り
、

広
い
分
野
の
研
究
者
、
芸
術
家
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
た
。
ま
こ
と
に
豊
か

な
学
究
生
活
で
あ
っ
た
。
天
寿
と
は
い
え
、
百
歳
を
目
前
に
急
逝
さ
れ
た
の

は
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
る
。
ご
冥
福
を
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
衣
笠
　
茂
記
）
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